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萌気園浦佐診療所　院長

　　　　黒　岩　巌　志

一般公開講演会のご案内
テーマ：ストレスとうまくつきあうセルフケア

講師：萌気園浦佐診療所 院長 黒岩 巌志
月 日（水） ： ～ ： 南魚沼市役所本庁舎 階

月 日（水） ： ～ ： 南魚沼市役所大和庁舎 階

参加費無料・申し込み不要です。ご都合のつく会場にお越しください。

2040年、日本社会は大きな問題に直面することになる。

どうすればいい？

【急激な人口減少と高齢者の増加】
　人口統計資料によると、日本の人口は2010年の約1億3000万人をピークに減り続け、2040年
には１億600万人、2065年には1950年代と同等の8800万人まで落ち込む。2040年には、65
歳以上の人口がピークに達し、高齢化率は現在の29％から37％まで上昇する。同時に20歳から
64歳の現役世代人口が急激に落ち込む。1.4人の現役世代が1人の高齢世代を支えなければいけな
い時代となる。現役世代と高齢世代の数が接近することは『肩車』に例えられるが、
これは楽観的な比喩である。2040年に高齢者となる1972年〜1976年産まれ世
代は「就職氷河期世代」と呼ばれ所得が低く非正規雇用やフリーターが多い。つまり
老後に向けた十分な貯蓄が無い高齢者が増え、高齢世代の困窮化が進む。また、独居
高齢者が4割を超え、さらに85歳以上の高齢者が高齢人口の3割となり高齢世代の
孤立化、高齢化が進む。さらに現役世代の中でも不安定雇用層が増大し、生活に困窮
しながら高齢世代を支えなければいけなくなる。このままでは『肩車』の上は重くな
り、下は弱体化し、『肩車』は崩れてしまう。

【外国人】
　アジア地域全体の人口は現在約44億人であるが少なくとも2050年までは増え続け52億人と
なる見込みである。人は居る所には居るのである。今後要介護高齢者が増え続けるにもかかわら
ず、介護士不足で多くの介護サービス事業所が閉鎖を余儀なくされているのが現状である。既に、
介護施設、ファストフード店、コンビニでは外国人労働者が活用されているがまだ小規模である。
国は法律を改正し、外国人が日本に来て働きやすいよう新たな在留資格を作った。これにより
2025年までに50万人の外国人労働者の受け入れを見込んでおり期待したい。
【ロボット、人工知能】
　医療・介護におけるロボット・人工知能の開発は日本が圧倒している。日本が世界
で最も切羽詰まっているという表れである。「お尻を拭いてくれる便座」「起立・歩行
アシストロボ」「手術支援ロボ」「薬品調剤ロボ」「採血ロボ」「緊急性も判断できる問診
ロボ」「リハビリ支援ロボ」「腰を守ってくれるロボ」などがある。コストの問題で普及
にはまだ時間がかかるとは思うが期待したい。
【高齢になっても働けるように】
　高齢になっても働けて、社会参加ができるような環境整備が必要。高齢者の就業ニーズは、「お金
稼ぎ」「生きがい」「社会参加」「暇つぶし」「健康維持」など多様である。複数の仕事からできそうな仕
事、やりたい仕事を選べるような仕組みを作ることが大切である。
【高齢になってもできるだけ長く健康でいられるように】
　疾病予防、重症化予防、介護予防推進のために、医療機関・行政が企業とも連携し住民の行動変容
を促す必要がある。特に健康無関心層へのアプローチが大切である。心の健康維持には居場所作り
や役割付与が大切。認知症予防対策ももちろん大切である。

『2040年問題』ってなに？？

2040 年問題を自分の問題と捉えて今やれることから始めていきましょう！
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今
回
は
８
月
の
１
ヶ
月
の
間
、
南
魚
沼
に
て

地
域
医
療
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
初
の
魚
沼
と
い
う
地
域
に
対
し
て
の
印
象
は

や
は
り
﹁
米
﹂
で
、
こ
の
１
ヶ
月
は
美
味
し
い

お
米
、
お
酒
も
交
え
な
が
ら
研
修
が
出
来
る
と

期
待
し
て
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
の

は
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
や
医
療
ア
ク
セ
ス
へ

の
制
約
を
医
師
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
連
携
に

よ
っ
て
補
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
普
段
は
大
学

病
院
に
勤
務
し
て
い
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
多

様
な
症
状
に
対
し
て
も
、
専
門
性
の
高
い
先
生

に
依
頼
し
て
診
て
頂
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
た

だ
複
数
の
専
門
の
診
療
が
満
足
に
出
来
な
い
環

境
の
中
で
、
患
者
さ
ん
の
日
々
の
変
化
に
訪
問

看
護
師
を
始
め
と
し
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々

が
極
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
臨

床
症
状
と
し
て
発
現
す
る
初
期
の
段
階
で
疾
患

を
見
つ
け
、
黒
岩
理
事
長
や
巌
志
院
長
の
元
へ

連
絡
が
届
き
対
応
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
先
生
方
の
複
数
の
診
療
科
に
渡
る
知
識
の

会
得
の
賜
物
で
す
が
、
初
期
段
階
で
あ
る
か
ら

こ
そ
患
者
さ
ん
を
在
宅
に
て
治
療
す
る
こ
と
が

可
能
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
治
療
に
関
し
て
も
都
心
の
病
院
と
異

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
都
心
の
大
学
病
院
は
患

者
数
も
多
く
一
人
一
人
に
時
間
を
多
く
割
け
な

い
た
め
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
疾
患
を
そ
の
瞬
間

の
症
状
や
検
査
結
果
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、

あ
く
ま
で
﹁
病
気
﹂
の
治
療
を
す
る
こ
と
が
前

提
に
な
っ
て
き
ま
す
。ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
踏
ま
え
患
者
さ
ん
の
家
族
と

話
し
合
い
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
最
善
を
心

が
け
て
い
る
治
療
が
、
黒
岩
理
事
長
を
始
め
と

し
た
萌
気
会
で
働
い
て
い
る
先
生
方
は
心
が
け

て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
研
修
以
外
で
も
、
長
岡
の
花
火
大
会
は
今
ま

で
見
た
花
火
の
中
で
一
番
壮
観
で
し
た
！
ま
た

八
海
山
登
山
で
は
山
頂
で
の
食
事
や
景
色
は
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
！

こ
ど
も
園
で
は
沢
山
子
供
達
と
触
れ
あ
い
ま
し

た
。
僕
は
正
直
子
供
好
き
で
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
か
な
り
印
象
が
変
わ
り
研
修
の
中
で
一
番

楽
し
か
っ
た
で
す
！

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
黒
岩
理
事
長
、
巌
志

院
長
を
始
め
と
し
た
医
師
の
方
々
や
浦
佐
診
療

所
、
二
日
町
診
療
所
の
方
々
を
含
め
た
研
修
で

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
新
潟
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

え
る
１
ヶ
月
で
し
た
！

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
病
院
　
研
修
医
　
石
部
　
裕
太

萌
気
会
で
の
地
域
医
療
研
修
を
終
え
て

後山、大森家で地元のお友達とお茶会後山、大森家で地元のお友達とお茶会

往診先にて往診先にて

大和通所介護「地蔵の湯」大和通所介護「地蔵の湯」

浦佐認定こども園浦佐認定こども園 八海山登山八海山登山
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漫画 画　：福留　慶

監修：黒岩卓夫

画　：福留　慶

監修：黒岩卓夫
黒岩卓夫一代記黒岩卓夫一代記 エピソードで描くエピソードで描く漫画 画　：福留　慶

監修：黒岩卓夫

画　：福留　慶

監修：黒岩卓夫

昭和28年（高1）頃は、教育界にも戦中の流れがあり、優れた人材も大学などの職がなく、高校の教師に情熱をかけた。
ドイツ語やフランス語の先生もそうだと思う。学校も意欲があった。
卓夫少年高1の秋に父が58歳で日本の医者になった。開拓団では満州帝国の医師だった。満州帝国の消滅と共に父の
資格もなくなった。こうした人へ厚生省は特別試験を施行した。
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子どもの成長と
　　ことばの発達

　私は2019 年 8 月 1 日に「子どもの成長とことばの発達」というテーマの講演会に参加しました。講
演内容はことばの発達についての基礎知識や、ことばを育てるための支援の方法などでした。
　講演の中には支援方法の具体的な方法や、子供たちが理解しにくい指示等の提示もあり、参加されてい
る先生方や保護者の方々、私にとっても分かりやすい内容でした。
　印象に残ったことは、「ことばを育てる」には環境面や対応の仕方に左右される。つまりことば使いも
注意する必要があるということです。私自身、普段の業務で子供たちと触れ合うことはないですが、もし
支援する立場となった際には、「ことばを育てられる支援者」になれる様に今後も勉強していきたいと思
います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　萌気園通所リハビリセンター浦佐　作業療法士　野澤　直樹

　
十
日
町
市
立
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
　
公
開
講
座
２
０
１
９
の
講

演
会
を
担
当
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、﹁
子
ど
も
の
成
長
と
こ
と
ば
の

発
達
﹂
で
す
。
教
諭
・
保
育
士
・
各
専
門
職
・
行
政
・
子
育
て
世
代
の

保
護
者
な
ど
73
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　
人
間
の
発
達
ス
ピ
ー
ド
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
特
に
、
こ
と
ば
の
発

達
は
個
人
差
が
大
き
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
身
体
機
能
︵
か
ら
だ
︶・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︵
こ
こ
ろ
︶・
認
知
機
能
︵
り
か
い
︶
の
３
つ

の
基
盤
の
上
に
発
達
す
る
か
ら
で
す
。
具
体
的
に
は
、
声
を
出
す
た
め

の
空
気
を
貯
め
て
出
す
器
官
や
そ
の
空
気
を
調
整
し
て
音
に
す
る
器
官

と
い
っ
た
〝
か
ら
だ
〞
の
発
達
、
人
へ
の
興
味
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
な
ど 

〝
こ
こ
ろ
〞
の
発
達
、
記
憶

す
る
力
や
モ
ノ
・
コ
ト
に
は
名
前
が
あ
る
と
い
う
関
係
に
気
が
付
く

〝
り
か
い
〞
の
発
達
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、〝
こ
こ
ろ
〞
の
発
達
に
大

切
な
こ
と
は
、〝
じ
し
ん
〞
を
育
て
る
こ
と
で
す
。〝
じ
し
ん
〞
と
は
、

〝
自
分
の
言
動
や
判
断
は
、
こ
れ
で
い
い
〞
と
思
え
る
気
持
ち
で
す
。

　
次
に
人
間
の
発
達
に
影
響
す
る
も
の
と
し
て
、
遺
伝
要
因
と
環
境
要

因
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
促
す
た
め
の
環

境
要
因
に
た
く
さ
ん
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
生
ま
れ

た
時
か
ら
、
言
葉
の
発
達
の
土
台
は
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
の

色
々
な
能
力
は
自
然
に
芽
生
え
る
の
で
は
な
く
、
環
境
か
ら
学
ん
で
成

長
し
て
ゆ
く
部
分
が
大
き
い
の
で
す
。
特
に
、
こ
と
ば
の
発
達
に
大
切

な
〝
こ
こ
ろ
〞
・
〝
じ
し
ん
〞
の
発
達
に
は
養
育
者
と
の
安
定
し
た
愛

着
関
係
の
上
に
発
達
し
て
ゆ
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

後
の
知
的
発
達
は
、
こ
と
ば
の
獲
得
を
基
礎
に
し
て

な
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
し
て
、
主
に
こ
と
ば
を
用
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
楽
し
い
経
験
を
積
む
こ
と

や
、
自
分
の
気
持
が
相
手
に
伝
わ
り
受
け
入
れ
て
も

ら
う
安
心
の
経
験
を
積
む
こ
と
な
ど
、
こ
と
ば
を
用

い
る
利
得
を
子
ど
も
に
経
験
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
と
ば
を
用
い
よ
う
と
す
る
意
欲
と
機
会
を
提

供
す
る
の
で
す
。

　
こ
と
ば
の
遅
れ
の
要
因
や
、
障
害
か
遅
れ
な
の
か

の
判
断
も
大
切
で
す
。
要
因
が
わ
か
れ
ば
支
援
し
や

す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

萌気園あやめ診療所　生活サポート外来　主任
　　特別支援学校自立活動教諭（言語障害教育）

作業療法士　鈴木　美智子

★幼児期に獲得しやすいことば
わかりやすく言いやすいことば（犬より、わんわん）
自分に役立つことば
好きなことに関することば
よく聞くことば

★理解しにくいことば　～10選～
「みて！」「裸足で行っちゃだめよ」
「置きっぱなしにしないでね」
「みんなでいただきますしてからね」
「しずかに～」「わかった？」
「前に言ったよね」「ちゃんとして！」
「ちょっと待ってて」
「しっかり見ていてよ」

★関わり方
子どもの興味を向けている物事から会話をすすめる
子どもの言いたい事を汲み取り、代弁する
子どものしていることに言葉を添える
耳にする頻度が高い言葉（挨拶や関わり言葉）を大切にする
質問をされたら、よく聞いて答える

★褒める点
出来ていることは、「それでいい」と伝える
してほしい行動は伝え、できたら褒める
してほしくない行動は伝え、適切な行動を教える

★役立つ言葉　～10選～
ばいばい・いたい・おふろ・ごはん・
はい・ごちそうさま・いただきます・
おいしい・おはよう・せんせい
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八
月
二
十
八
日
、右
片
麻
痺
の
障
害
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
五
名
と

行
っ
て
き
ま
し
た
。一
か
月
前
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
、朝
迎
え
に
行
く
と
良

い
表
情
を
さ
れ
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
障
害
が
あ
る
か
ら
と
不
安
が
る
事
も
な
く
、そ
ば
粉
を
こ
ね
る
左
手

の
力
強
さ
に
驚
き
ま
し
た
。生
地
を
伸
ば
す
工
程
で
は
左
右
の
チ
カ
ラ
加

減
が
違
う
為
、シ
ワ
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
店
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
も

あ
り
、笑
い
も
あ
り
、時
々
厳
し
く
指
導
も
あ
り
、家
族
の
様
に
楽
し
く

そ
ば
打
ち
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
き
し
め
ん
」か
ら「
そ
う
め
ん
」

ま
で
多
彩
な
麺
の
太
さ
。そ
れ
も
味
が
あ
り
、お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

萌
気
園
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
浦
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
靖
子

　
ご
利
用
当
初
に
、
以
前
入
院
さ

れ
て
い
た
病
院
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を

披
露
し
た
時
の
お
写
真
を
見
せ
て

頂
き
ま
し
た
。﹁
普
段
は
、
右
腕
が

あ
が
ら
な
い
け
ど
、
踊
る
と
腕
が

上
が
る
の
！
﹂
と
良
い
表
情
で
当

時
の
お
話
を
さ
れ
て
い
て
、
い
つ

か
萌
気
園
で
も
！
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、﹃
フ
ラ
メ
ン
コ
鑑
賞
会
﹄

を
企
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
本
人
は
、
右
半
身
の
自
由
が
効
か
ず
、
体
に
痛
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
前
向
き
に
、
運
転
免
許

の
再
取
得
や
資
格
の
取
得
、
今
回
披
露
す
る
為
に
一
ヶ
月

程
前
か
ら
曲
決
め
や
振
付
、
練
習
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
自
分
で
左
手
で
メ
イ
ク
を
し
、
直
前
は
と
て
も
緊

張
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
夢
中
で
踊
り
、

ア
ン
コ
ー
ル
ま
で…

踊
る
に
つ
れ
て
右
手
の
動
き
が
良
く

な
る
の
を
間
近
で
み
て
驚
き
ま
し
た
。
普
段
の
利
用
中
に

は
み
ら
れ
な
い
姿
を
見
て
、
他
の
利
用
者
さ
ん
、
職
員
、

皆
が
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
本
人
は
、
未
だ
日
常
生
活
や
今
後
に
対
し
て
も
不
安

や
不
自
由
さ
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
人
の
意
向
も

聞
き
な
が
ら
、
心
身
共
に
良
い
方
向
へ
向
か
え
る
よ
う
、

一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
学
療
法
士
　
小
沢
　
萌

萌気園通所リハビリセンター浦佐

　　　　　　大平　房子・小沢　萌

理事長は往診先から駆けつけて
鑑賞されました。

外来、病棟スタッフ、入院患者さん、研修医など
大勢の方から集まっていただきました

< 桑原　裕恵子さんのご紹介 >
　平成 31年 4月より萌気園通所リ
ハビリセンター浦佐へ通い始め、「い
つか観客の前でフラメンコを踊りた
い」という目標を持たれました。
　その為、まずは目標達成の第一
歩として、日頃一緒にリハビリをす
る仲間たちの前で踊れるように自主
練習に励み、ご披露して頂きました。
　　　　　　　　　大平　房子

ゆ　い　こ



⑦

萌気祭り 2019

　今年の萌気夏祭り実行委員長の諸橋です！
　まずお祭りに来てくださった地域の皆さん、ありがとうございました。
　今年も沢山の方が来てくださり、大盛況でした。皆さん沢山食べて、沢山遊びましたか？今年も屋
台が沢山ありましたね。各事業所、気合いを入れて準備をしてきました。
　さて、今回のお祭りの目玉と言えば、豪華景品が当たる抽選会だったと思いますが、皆さんいかがだっ
たでしょうか？あの会場の雰囲気、そして番号を読み上げる瞬間、皆さんドキドキでしたね。僕もド
キドキでした。
　最後に、僕と一緒に抽選会を盛り上げてくれた、巌志院長と荒井事務局長。この２人を中心にこれ
からも新しいことに萌気会は挑戦していきます！地域の皆様、期待して下さい！そして２人の顔と名
前を覚えてください。よろしくお願いします。

萌気祭り実行委員長
萌気園通所リハビリセンター浦佐　諸橋　滉哉

黒岩巌志院長黒岩巌志院長荒井事務局長荒井事務局長
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医療法人社団　萌気会　理事長　黒岩卓夫 〒949-6772　新潟県南魚沼市二日町205-6
萌気会のホームページ　http://www.moegien.jp　　　　　法人事務局　TEL. 025−781−6155

編
集
後
記

☆
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ

り
、
夜
中
や
朝
方
に
は
冷

え
込
み
も
感
じ
ら
れ
始

め
ま
し
た
。
雨
も
た
く
さ

ん
降
り
、
農
作
物
に
と
っ

て
は
恵
物
み
の
雨
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
？
☆

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

夏
を
お
過
ご
し
に
な
り

ま
し
た
で
し
よ
う
か
。
私

は
、
こ
れ
と
言
っ
て
何
も

し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

友
人
と
水
族
館
に
行
き

ま
し
た
。
男
三
人
で
行
く

水
族
館
も
い
い
も
の
で

す
ね
︵
笑
︶
。
☆
こ
れ
か
ら

秋
も
深
ま
り
、
食
欲
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読

書
の
秋
と
楽
し
い
こ
と

を
思
い
き
り
満
喫
し
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

︿
桑
﹀

うちの利用者さん
「もえぎ元気アップ教室に通い3年経ちますね、どうですか？」
「初回からお世話になっています。途中、背骨の圧迫骨折をし
 て半年休みましたが、続けてきてよかったです。」

「運動してみてどうですか？」
「年をとり体力が落ちてきているのを感じているので、運動して
 いなかったら全然動けなかったと思います。呼吸法なんて考
 えていなかったのが、祥子先生に教えてもらい、体を動かし
 ながら気持ちよく呼吸できるようになりました。」

「教室の雰囲気はどうですか？」
「指導してくださる祥子先生、アシスタントの職員さん、教室の
 みなさんが一緒に頑張ることが相乗効果となっているので、
 ずっと続けたいと思います。送り迎えは有難いし、元気に治っ
 て卒業していく人が出るのは嘘のように思っていましたが、
 とても嬉しいです。これからも続けて通いたいと思います。」

　先生の説明を聞き、理解し運動に取り組まれる澄さん。一週間に一度会える日を楽しみにし
ています。これからも一緒に運動を頑張りましょう

　〈もえぎ元気アップ教室　職員一同〉

井口　澄様 
（もえぎ元気アップ教室利用者）

祥
子
先
生

祥
子
先
生

　
昨
年
12
月
、
か
ん
た
き
萌
気
、
コ
ム
・
ソ
フ
ィ
＆

ナ
ー
ス
の
開
所
以
来
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
母
は
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
弟
と
２
人
暮
ら
し
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
数
回
の
入
退
院
に
よ
り

好
き
な
畑
仕
事
や
家
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
医
療
依
存
度
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
主
治
医
の
黒
岩
卓
夫
先
生
の
お
力
添

え
も
あ
り
、
コ
ム
・
ソ
フ
ィ
＆
ナ
ー
ス
さ
ん
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
弟
妹
３
人
が
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
通
院
や
受
診
は
弟
が
、
介
護
は
新

潟
市
内
に
い
る
妹
と
横
浜
に
い
る
私
が
新
幹
線
で
帰

省
し
な
が
ら
、
本
人
が
自
宅
に
帰
る
と
い
う
宿
泊
を

中
心
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
母
は
迎

え
に
行
く
と
﹁
よ
し
た
よ
し
た
﹂
と
声
を
掛
け
て
き

ま
す
。
帰
宅
す
る
度
に
、
コ
ム
・
ソ
フ
ィ
＆
ナ
ー
ス

さ
ん
で
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
往
診
の
皆
川
先
生
や
看
護
師
さ
ん
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
介
護
で
私
達
弟
妹
が
介
護
離
職
せ
ず

に
、
母
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　〈
コ
ム
・
ソ
フ
ィ
＆
ナ
ー
ス
利
用
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
サ
チ
子
様
ご
家
族
〉
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